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2022 年度 日本天文教育普及研究会 

   東北支部研究会報告 

   みんなと共有する天文学・みんなに支えられる天文学 

   〜 天文学と社会のの新たな関わり方 〜 
荒木田英禎（日本大学工学部）、佐久間理江（福島県立須賀川支援学校郡山校） 

 

1. はじめに 

 令和 5 年 1 月 22 日（日）に 2022 年度日本

天文教育普及研究会東北支部研究会（以下、

支部会）を開催しました。コロナ禍のため、 

今年度も対面による実施を見送り、Zoom を

用いたオンライン開催という形を取りました。

今回は他の支部からも多くの参加を頂き、合

計 24 名の参加人数となりました。 

 今回の支部会では 2 名の方に招待講演をお

願いし、5 件の一般発表の申し込みがありま

ました。大変内容の濃い発表をご準備頂いた

おかげで、質疑応答も大いに盛り上がり、実

りの多い支部会となりました。 

また，研究会前日の 1 月 21 日（土）18:30

から情報交換会（懇親会）をオンラインにて

開催しました。 

 

2. テーマと開催概要 

支部会では毎回テーマを設け、そのテーマ

を軸に多様な発表を歓迎しています．今回は

「みんなと共有する天文学・みんなに支えら

れる天文学 ～天文学と社会の新たな関わり

方～」というテーマを掲げました。 

歴史的にも東北地方は、会津藩日新館天文

台における天文観測や明治期の水沢緯度観測

所の設置とそこでの科学的成果による世界的

貢献など、天文学との関わりが深いです。現

在でも、国立天文台水沢 VLBI 観測所や 

JAXA 角田宇宙センター、会津大学を始め多

くの大学で天文学、宇宙物理学、惑星科学な

どの研究が進められています。 

 特に最近では、水沢 VLBI 観測所も参加し

ている EHT によるブラックホールシャドウ

撮像や、会津大学などが関わっているはやぶ

さ 2 のデータからの多くの発見がもたらされ

たこともあり、沢山の方々の関心を集めまし

た。研究者側も新たな知見を社会に発信し、

共有すべく、これまで以上に様々な広報普及

活動を続けています。そして、この取り組み

は、今後も社会や情報インフラの変化などに

呼応して、そのあるべき形を模索しながら続

いていく重要なテーマの 1 つです。このよう

な背景から「みんなと共有する天文学」とい

う文言をテーマに入れました。 

一方で、天文学研究が社会から支えられる

という新しい形が生まれてきました。その一

例が国立天文台水沢 VLBI 観測所が実施した

クラウドファンディングです。このクラウド

ファンディングでは、目標金額の 3 倍にあた

る 3,000 万円を越える寄付が全国から集まり

ました。大学や研究機関の多くが財政的に厳

しい状況にあり、研究継続だけではなく若手

の育成や雇用などに苦慮しています。恒久的

にせよ短期的にせよ、研究予算をクラウドフ

ァンディングや寄付といった善意に頼らなけ

ればならない状況は、その良し悪しの議論は

別として、今後ますます増えてくるかも知れ

ません。このような背景から、水沢での成功

例を「みんなに支えられる天文学」という視

点で捉え、今後の天文学の広報・普及活動へ

の鍵を探りたいと考えました。 
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3. 招待講演 

今回の支部会では、以下の 2 名の方に招待

講演をお願いしました。 

● 小澤友彦さん（国立天文台水沢 VLBI 観測

所） 

「国立天文台水沢 VLBI 観測所クラウドファ

ンディング」 

● 小山翔子さん（新潟大学） 

「天の川銀河中心ブラックホールの撮影」 

 小澤さんには、水沢でのクラウドファンデ

ィングの背景、具体的な進め方や地域との関

わり、そして成功の一因になったであろう水

沢におけるこれまでの地道な広報普及活動に

ついても詳しくお話きました。 

小山さんには EHT による銀河系中心ブラ

ックホール撮像についてお話し頂き、科学的

な知見や成果を一般社会へ如何に発信・共有

し、社会と繋がっていくためのヒントを改め

て探りたいとの思いがありました。 

 

4. 研究会プログラム 

＜1 月 22 日（午前）＞ 

09:00-09:30：受け付け（Zoom 接続テスト等） 

09:30-10:00：世話人挨拶・自己紹介・諸連絡 

【招待講演 1】 

10:00-11:00： 

小澤友彦（国立天文台水沢 VLBI 観測所） 

「国立天文台水沢 VLBI 観測所クラウドフ

ァンディング」 

11:00-11:20：休憩 

【一般講演】 

11:20-11:40： 

亀谷 收（奥州宇宙遊学館） 

「みんなに支えられる奥州宇宙遊学館で宮澤

賢治作品『双子の星』について調べてみたら」 

11:40-12:00： 

大西浩次（国立長野高専） 

「『長野県は宇宙県』と天文文化」 

12:00-13:00：昼食・休憩 

＜1 月 22 日（午後）＞ 

【招待講演 2】 

13:00-14:00： 

小山翔子（新潟大学） 

「天の川銀河中心ブラックホールの撮影」 

14:00-14:20：休憩 

【一般講演】 

14:20-14:40： 

佐久間理江（福島県立須賀川支援学校郡山校） 

「ダジク・アースと Mitaka を使った子ど

もの探求心を引き出す授業づくり」 

14:40-15:00： 

伊藤芳春（元宮城県高校教員） 

「スマホカメラアダプターと今夜の夜空の

限界等級」 

15:00-15:20： 

髙田淑子（宮城教育大学） 

「支援学校生徒を対象とした理科実験教室『ス

ペースラボ in 仙台市天文台 スペシャル』」 

15:20-15:40：まとめ 

15:40-16:00：世話人挨拶・閉会 

 

5. 講演概要 

 各講演の内容を以下に短くまとめます。詳

細は本号の特集記事をご参照ください。 

 一人目の招待講演の小澤さんからは、水沢

でのクラウドファンディングについて、背景

や実施体制、具体的な実施状況などを大変詳

しくお話いただきました。特に、クラウドフ

ァンディングに関する貴重な数値的・統計的

なデータも沢山見せていただくことができま

した。クラウドファンディング成功のために

は、事前準備が欠かせないこと、こまめな情

報発信や取材対応を心がけること、そして、

日頃からの情報発信や地域連携の重要性を認

識することができました。 

二人目の招待講演者である小山さんからは、

EHT による銀河中心ブラックホール撮影に

ついて、ブラックホールとは何かという内容
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から、ブラックホールシャドウ撮影に必要に

なる電波干渉系や EHT の仕組み、現在観測

可能なブラックホールなどの基礎的なお話を

していただいた後に、第 2 例目となる銀河系

中心ブラックホール撮像の詳細についてご講

演いただきました。 

一般講演は 5 件あり、4 月より奥州宇宙遊

学館に移られた亀谷さんからは、日々来場さ

れる方々と接する中で様々な質問を受け、改

めて勉強したり気づきがあったりするとのお

話がありました。さらに、宮澤賢治の「双子

の星」に登場するチュンセ童子・ポウセ童子

のモデルとなった星について、諸説ある中、

さそり座 λ 星と υ 星ではないかという興味深

い話題を提供していただきました。 

大西さんからは、天文文化創生として取り

組まれている「長野県は宇宙県」について詳

しく紹介して頂きました。活動例として長野

県内全ての市町村で天の川が見られる場所が

あることを示した星空環境モニター活動、そ

して、長野における天文文化のルーツとして、

諏訪天文同好会による天文観測と天文学者と

の交流を紐解き、そこから生まれてきたアマ

チュアによる天文観測研究を市民科学として

再評価する視点を提供して頂きました。 

佐久間さんは病弱支援学校での教育実践例

として、ダジック・アースと Mitaka を用い

た事例を紹介していただきました。これらの

教材を用いることで、学習に対して様々な困

難を抱えている児童生徒であっても、興味を

惹きつけ、集中力を保って授業に取り組める

ようになったこと、自分の気づきや考えなど

を言語化し発言できるようになったことを報

告して頂きました。 

伊藤さんは例年大変興味深く、実践しやす

い天文教材を紹介して頂いていますが、今回

もスマートフォンカメラと天体望遠鏡を使っ

て天体撮影するためのスマホカメラアダプタ

ー作成と使用例のお話しがありました。実際

の観望会でも、写真を撮れることで参加者の

満足度も高いというコメントでした。また、

夜空の記録として、星座を構成する見えやす

い星を選び、夜空の限界等級調査を行なって

いきたいとのことでした。 

高田さんは、教員養成の一環として宮城教

育大学の教員と仙台市天文台スタッフが共同

でおこなっている「スペースラボ in 仙台市天

文台」についての紹介があり、特別支援学校

向けに実施した月の観測について報告して頂

きました。特別支援学校の児童生徒向けに配

慮した点や、参加者の感想などについても触

れていただき、満足度の高い企画であったこ

とが伺えました。さらに、今回はキャンセル

がゼロであったとのことで、特別支援学校な

どではこのような学びの場が望まれているの

ではないかとのことで、本研究会としても今

後貢献できる分野であると感じました。 

 

6. 資料の事前アップロードの試み 

 支部会では、視力に障害のある方が参加さ

れるため、プレゼンテーション資料の事前ア

ップロードをお願いしています。今回は全て

の発表者から協力を得ることができました。 

天教全体を見渡しても、ユニバーサルデザ

インやインクルーシブ教育といったバリアフ

リーに対する実践発表や研究会運営への反映

といった形で普及してきています。これらの

取り組みは障害がある参加者だけでなく、一

般の参加者にとっても、研究会後に再度、発

表内容を振り返ったり、論点を整理したりと

いったことに活用でき、様々な参加者にとっ

てメリットがあったのではないかと思います。 

 ファイルのアップロードと共有の方法は

様々ですが、今回は GoogleForms からファ

イルをアップロードしていただき、このフォ

ー ム を 介 し て フ ァ イ ル が 格 納 さ れ た 

GoogleDrive の URL を共有する方法を取り

ました。 
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図 1 Zoom 参加者画面 

 

7. 情報交換会 

 支部会では対面開催していたころより情報

交換会（懇親会）の場を設けています。コロ

ナ禍で対面実施が難しいため、オンラインで

研究会前日の 1 月 21 日（土）18:30 より情報

交換会を実施しました。途中入退室も含めて

8 名程の参加がありました。 

 情報交換会は支部会参加者のコミュニケー

ションを密に図ったり、ざっくばらんな議論

や懇談をしたりする場でありたいと考え設け

ていますが、どうしても見知った参加メンバ

ーに落ち着いてしまうのが目下の課題です。 

 今回は、研究会前日の夜に開催しましたが、

今後は多くの方に気楽に参加していただける

よう、研究会終了後に開催することで、発表

内容をきっかけに話が弾みやすくするように

したり、ちょっとした話題提供やトークを入

れて、そ内容をきっかけに懇談しやすくした

りするなど工夫していきたいと思います。 

 

8. まとめと今後の展望・課題 

 今回の支部会には、支部内外から多くの

方々のご参加をいただくことができました。

そして、発表者の皆様には内容のある講演を

提供していただいたおかげで、活発な議論が

行われ、大変充実した支部会となりました。 

2019 年暮れのコロナ以降、対面での支部会

が開催できず残念な状況にあります。しかし、

今後、コロナ禍が収束し、再び皆さんと活発

な意見交換や議論が対面でできるのを楽しみ

にしています。 

 一方、コロナ禍の副産物として、Zoom や

Slack などの各種オンラインツールが充実し、

我々もこれらの使用に対する抵抗感がだいぶ

薄れてきています。これらのオンランツール

のおかげで、距離と時間を気にせずに支部会

に参加できるという利点も生まれました。こ

のメリットを活かし、今後は、支部会だけで

はなく、複数の支部が連携して合同での企画

の立案も考えていきたいと思います。実際、

今回の研究会でも「光害」をテーマとして支

部をまたいで一緒に企画ができないか、との

声があがりました。 

 東北支部では、これからも支部会や定期的

な茶話会の開催などを通じて、皆さんとの繋

がりを築き、新たな企画やアイデアの創出に

繋がるような活動を模索していきます。今後

も支部の内外を問わず、多くの皆さんにご参

加頂ければと思います。 

 

   

荒木田 英禎   佐久間 理江 
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